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一
日
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６

株
式
会
社
が
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
、
新
設
分
割
又
は

吸
収
分
割
を
行
つ
た
場
合
の
第
八
十
条
第
一
項
（
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
を
除
く
。）又
は
前
条
第
一
項
（
第
一

号
か
ら
第
三
号
ま
で
及
び
第
五
号
を
除
き
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
第
八
十
条
第
一
項
第
五
号
中
「
合
併
」
と
あ
る
の
は
「
分
割
」
と
、
同
号
ロ
中
「
千
分
の
三
」
と
あ

る
の
は
「
千
分
の
十
二
」
と
、
前
条
第
一
項
第
四
号
中
「
合
併
」
と
あ
る
の
は
「
分
割
」
と
、同
項
第
六
号
中「
合

併
」
と
あ
る
の
は
「
分
割
」
と
、「
千
分
の
〇
・
五
」
と
あ
る
の
は
「
千
分
の
〇
・
六
」
と
す
る
。

第
八
十
二
条
の
見
出
し
中
「
免
税
」
を
「
税
率
の
軽
減
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十

一
日
」
を
「
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
に
、「
次
に
」
を
「
次
の
各
号
に
」
に
、「
そ
の
登
記
に
つ
い
て
は
、
登

録
免
許
税
を
課
さ
な
い
」
を
「
当
該
登
記
に
係
る
登
録
免
許
税
の
税
率
は
、
登
録
免
許
税
法
第
九
条
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
と
す
る
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を

次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

株
式
会
社
の
資
本
金
の
額
の
増
加

千
分
の
一

二

滑
走
路
、
着
陸
帯
、
誘
導
路
及
び
エ
プ
ロ
ン
の
用
に
供
す
る
土
地
（
こ
れ
に
隣
接
す
る
土
地
で
こ
れ
ら
の
施

設
と
一
体
と
な
つ
て
そ
の
機
能
を
補
完
す
る
も
の
を
含
む
。）並
び
に
関
西
国
際
空
港
株
式
会
社
法
第
六
条
第
一

項
第
二
号
に
規
定
す
る
航
空
保
安
施
設
の
用
に
供
す
る
土
地
で
あ
る
こ
と
に
つ
き
国
土
交
通
大
臣
が
証
明
し
た

も
の
の
所
有
権
の
移
転
又
は
地
上
権
若
し
く
は
賃
借
権
の
設
定

イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
事
項
の
区
分
に
応
じ
イ

又
は
ロ
に
定
め
る
割
合

イ

所
有
権
の
移
転

千
分
の
三

ロ

地
上
権
又
は
賃
借
権
の
設
定

千
分
の
一
・
五

第
八
十
二
条
第
二
項
中
「
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
に
、「
に
つ
い

て
は
」
を
「
に
係
る
登
録
免
許
税
の
税
率
は
」
に
、「
登
録
免
許
税
を
課
さ
な
い
」
を
「
登
録
免
許
税
法
第
九
条
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
千
分
の
〇
・
五
と
す
る
」
に
改
め
る
。

第
八
十
二
条
の
二
第
一
項
中
「
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
」
に
、「
千

分
の
二
・
五
」
を
「
千
分
の
三
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
千
分
の
二
・
五
」
を
「
千
分
の
三
」
に
改
め
る
。

第
八
十
三
条
の
二
を
削
る
。

第
八
十
七
条
の
五
第
一
項
中
「
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め

る
。第

八
十
七
条
の
六
第
一
項
中
「
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
二

十
二
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
、「
百
分
の
八
十
」
を
「
百
分
の
八
十
五
」に
改
め
、

同
条
第
二
項
中
「
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
」
に
、「
平
成
十
七
年
四
月
一

日
か
ら
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
」
に
、「
百
分
の
八
十
」
を
「
百
分
の
八
十
五
」
に
改
め
る
。

第
八
十
七
条
の
八
第
四
項
中
「
、
第
五
十
三
条
第
一
項
」
を
「
並
び
に
第
五
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
、「
、
第
五

十
九
条
第
一
項
（
第
三
号
及
び
第
五
号
中
同
法
第
五
十
三
条
第
一
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
六
十
条
（
第
二
号

中
同
法
第
四
十
七
条
第
一
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。）並
び
に
第
六
十
二
条
第
一
項
」
を
削
り
、
同
条
第
七
項
中
「
第

五
項
」
を
「
第
六
項
」
に
、「
行
為
者
」
を
「
そ
の
行
為
者
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
六
項
を

同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
二
十
万
円
」
を
「
五
十
万
円
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条

第
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

前
項
の
規
定
に
よ
り
酒
税
法
第
四
十
六
条
、
第
四
十
七
条
第
一
項
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
（
第
五
号
及
び
第

六
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
が
準
用
さ
れ
る
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受

け
る
者
（
前
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
さ
れ
る
同
法
第
四
十
八
条
（
第
一
号
を
除
く
。）の
規
定
に
よ
り
記
帳
の
義
務

を
承
継
す
る
者
を
含
む
。）は
、
同
法
第
四
十
六
条
、
第
四
十
七
条
第
一
項
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
酒
類
製
造

者
と
み
な
し
て
、
同
法
第
五
十
八
条
第
一
項
第
九
号
、第
十
号（
同
法
第
四
十
七
条
第
一
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。）

及
び
第
十
三
号
（
同
法
第
五
十
三
条
第
一
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。）並
び
に
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
を
適
用

す
る
。

第
八
十
八
条
の
二
第
一
項
中
「
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
に
、「
七

千
円
」
を
「
一
万
五
百
円
」
に
改
め
る
。

第
八
十
三
条
の
三
第
一
項
中
「
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
（
指
名
金

銭
債
権
の
取
得
に
あ
つ
て
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
）」に
、「
特
定
不
動
産（
特
定
目
的
会
社
が
取
得
す
る
」

を
「
特
定
資
産
（
」
に
、「
の
う
ち
」
を
「
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
う
ち
倉
庫
等
（
倉
庫
及
び
倉

庫
の
敷
地
の
用
に
供
す
る
土
地
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）以
外
の
」
に
、「
、
不
動
産
の
賃
借
権
、
地

上
権
又
は
不
動
産
、
土
地
の
賃
借
権
若
し
く
は
地
上
権
を
信
託
す
る
信
託
の
受
益
権
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
同
じ
。）で
第
二
号
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
も
の
」
を
「
の
所
有
権
の
取
得
を
し
た
場
合
（
当
該
特
定
目
的
会
社

に
お
い
て
運
用
さ
れ
て
い
る
特
定
資
産
が
第
二
号
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
場
合
に
限
る
。）」
に
、「
を
取
得
し
た
場

合
に
は
、
当
該
特
定
不
動
産
又
は
」
を
「
の
取
得
を
し
た
場
合
に
は
、
当
該
不
動
産
の
所
有
権
又
は
当
該
」
に
、「
千

分
の
八
」
を
「
千
分
の
十
三
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
ハ
中
「
に
特
定
不
動
産
」
の
下
に「（
特
定
目
的
会
社
が
取
得

す
る
特
定
資
産
の
う
ち
不
動
産
、
不
動
産
の
賃
借
権
若
し
く
は
地
上
権
又
は
不
動
産
の
所
有
権
、
土
地
の
賃
借
権
若

し
く
は
地
上
権
を
信
託
す
る
信
託
の
受
益
権
を
い
う
。）」
を
加
え
、「
同
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
」
を
削
り
、

同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
」
に
、「
不
動

産
の
所
有
権
を
取
得
し
た
」
を
「
倉
庫
等
以
外
の
不
動
産
の
所
有
権
の
取
得
を
し
た
」
に
、「
千
分
の
八
」
を
「
千
分

の
十
三
」
に
、「
、
地
上
権
又
は
不
動
産
」
を
「
若
し
く
は
地
上
権
又
は
不
動
産
の
所
有
権
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の

一
項
を
加
え
る
。

４

前
三
項
の
場
合
に
お
い
て
、
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
第
一
項
に
規
定
す
る
資
産
流
動
化
計
画
に

基
づ
き
、
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
投
資
信
託
約
款
若
し
く
は
前
項
に
規
定
す
る
規
約
に
従
い
倉
庫
等
以
外
の
不

動
産
の
所
有
権
の
取
得
を
し
た
と
き
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
千
分

の
十
三
」
と
あ
る
の
は
「
千
分
の
八
」
と
し
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
間
に
第
一
項
に
規
定
す
る
資
産
流
動
化
計
画
に
基
づ
き
、
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
投
資
信
託
約
款
若
し
く

は
前
項
に
規
定
す
る
規
約
に
従
い
倉
庫
等
以
外
の
不
動
産
の
所
有
権
の
取
得
を
し
た
と
き
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
千
分
の
十
三
」
と
あ
る
の
は
「
千
分
の
十
一
」
と
す
る
。

第
八
十
三
条
の
三
を
第
八
十
三
条
の
二
と
す
る
。

第
八
十
三
条
の
四
を
削
る
。

第
八
十
四
条
の
三
第
一
項
中
「
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
法
人
が
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
」
を
「
独
立
行
政
法

人
住
宅
金
融
支
援
機
構
が
独
立
行
政
法
人
住
宅
金
融
支
援
機
構
法
附
則
第
三
条
第
一
項
及
び
第
六
条
第
三
項
の
」
に

改
め
、
同
項
の
表
を
削
る
。

第
八
十
六
条
の
二
第
三
項
中
「
、
第
六
十
七
条
第
一
号
及
び
第
七
十
条
」
を
削
り
、同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

前
項
の
規
定
に
よ
り
消
費
税
法
第
八
条
第
四
項
の
規
定
が
準
用
さ
れ
る
譲
渡
又
は
譲
受
け
は
、
同
項
の
物
品
の

譲
渡
又
は
譲
受
け
と
み
な
し
て
、
同
法
第
六
十
五
条
第
一
号
及
び
第
六
十
七
条
の
規
定
を
適
用
す
る
。

第
八
十
八
条
の
七
第
九
項
中
「
、
第
二
十
六
条
」
を
「
及
び
第
二
十
六
条
」
に
改
め
、「
、
第
二
十
九
条
第
三
号
及

び
第
四
号
（
同
法
第
二
十
六
条
第
一
項
第
二
号
に
係
る
部
分
を
除
く
。）並
び
に
第
三
十
一
条
第
一
項
」
及
び
「
、
第

十
五
条
の
二
（
同
法
第
十
四
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
係
る
部
分
を
除
く
。）及
び
第
十
七
条
第
一
項
」
を
削
り
、

「
、
第
二
十
九
条
第
四
号
（
同
法
第
二
十
六
条
第
一
項
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）及
び
第
三
十
一
条
第
一
項
並

び
に
」
を
「
及
び
」
に
改
め
、「
、
第
十
五
条
の
二
（
同
法
第
十
四
条
の
二
第
一
項
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）及

び
第
十
七
条
第
一
項
」
を
削
り
、
同
条
第
十
項
を
同
条
第
十
一
項
と
し
、同
条
第
九
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

10

前
項
の
規
定
に
よ
り
揮
発
油
税
法
第
二
十
四
条
及
び
第
二
十
六
条
（
第
一
項
第
二
号
及
び
第
四
号
並
び
に
第
三

項
を
除
く
。）並
び
に
地
方
揮
発
油
税
法
第
十
四
条
の
二
（
第
一
項
第
二
号
及
び
第
四
号
並
び
に
第
三
項
を
除
く
。）

の
規
定
が
準
用
さ
れ
る
前
項
の
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
を
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
等
揮
発
油
の
製
造
者
に
譲
渡
す
る
者

又
は
同
項
の
証
明
済
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
等
の
製
造
者
、
輸
入
者
若
し
く
は
販
売
業
者
（
同
項
の
規
定
に
よ
り
準

用
さ
れ
る
揮
発
油
税
法
第
二
十
五
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
記
帳
の
義
務
を
承
継
す
る
者
を
含
む
。）は
、
揮
発
油

税
法
第
二
十
四
条
及
び
地
方
揮
発
油
税
法
第
十
四
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
者
と
そ
れ
ぞ
れ
み
な
し

て
、
揮
発
油
税
法
第
二
十
八
条
第
六
号
及
び
第
七
号
（
同
法
第
二
十
六
条
第
一
項
第
二
号
に
係
る
部
分
を
除
く
。）
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